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論 文 の 内 容 の 要 旨

カブトガニ類Li帆Iidaeは世界で4種が生息し,アジアからはカブトガニね所作/鋸

打/血ねね旦 ミナミカブトガニね功伊/創∬g/由∫.マルオカブトガニ由′¢血ガ〝仰/描

′β出帆〝〟`〟おの3種が知られている｡本研究では,アジア産カブトガニ類における外部

形態と遺伝子の地理的変異を明らかにし.遺伝子資源を保全するために.生息状況の調

査を行った｡

1.形態的特赦と種内変異:現地で生体模本を数多く集め,捷成体の外部形態を比較し

た｡壱岐産.パダン産.バリク/くパン産のカブトガニは.一部の形質を除いて外部形態

の地域特異性がほとんど見られなかった｡バリクパパン産カブトガニは細く長い縁挿を

持つ傾向が見られたが.それは別種もしくは別亜種で別けられるほどの特徴ではなかっ

た｡ミナミカブトガニおよぴマルオカブトガニでは,それぞれ体の大きさに変異が見ら

れた｡それらは特定の地域と強く結びつくものではなかった｡

2.ミトコンドリアDNAの遺伝的地域変異:ミトコンドリアDNAの16SrRNA遺伝子配列

の解析では.アジア産カブトガニ類各種からハブロタイプが複数検出された｡しかしt

それらの遺伝的露異は小さく,別種もしくは別亜種で分けられるものは認められなかっ

た｡検出された塩基t換の比較から.カブトガニでは2群.マルオカブトガニでは4群.

ミナミカブトガニで2群の地理的集団が確認され,遺伝的多様性と地域特異性の存在を

明らかにすることができた｡

3.動物地理:調査によって4地点でカブトガニ,12地点でミナミカブトガニ.13地点
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でマルオカブトガニの生息を確認した｡スマトラ島西部とボルネオ島南部では.生きた

カブトガニの捕獲に初めて成功したが.スラウェシ島とジャワ島においては.この種の

生息は確認できなかった｡ミャンマーや東南アジア島嶋部では.ミナミカブトガニとマ

ルオカブトガニの新産地を記録した｡さらに.バリ島より東のウオレス線を越えた地域

においては.カブトガニ類が生息していなかったため.ローラシア大睦が起源であると

推測された｡

4.生態と漁業資源:①広くアジアにおいて食されているカブトガニ類は.生物相の豊

かな場所を示す指標生物として価値がある｡②砂泥を掘り進むカブトガニ類は海底の薄

存酸素や有機物の濃度を高め,微生物を皇書にする｡③干潟の保全やマングローブの植

林はカブトガニ類の生息場所を増やすことに効果があり.それは多くの生物の幼生や稚

魚が生育できる環境をつくることにもなろう｡

審 査 結 果 の 要 旨

平成19年1月24日(水)に､静岡大学農学部において審査員を含む関連教員､

学生の出席のもと､加藤英明氏の博士論文の公開発表会が行われ､引き続き質疑応答

が行われた｡

加藤英明氏の博士論文は､アジアにおけるカブトガニ類の地理的変異について形態

や遺伝子の分析によって明らかにしたものである｡

カブトガニ類Limulidaeは世界で4種が生息し.アジアからはカブトガニね功伊/郎

打/血ね出麟 ミナミカブトガニね功伊/郎g吻阜 マルオカブトガニ由〝血郎00仰/描

′β出のd/G飢此おの3種が知られている｡本研究では.アジア産カブトガニ類における外部

形態と遺伝子の地理的変異を明らかにし,遺伝子資源を保全するために.生息状況の調

査を行った｡現地では生体標本を数多く集めた｡雄成休の外部形態を比較した結果.ア

ジア産カブトガニ類にはどの種も外部形態に変異があるが.それらは特定の地域と強く

結びつくものではなかった｡ミトコンドリアDNAの16SrRNA遺伝子配列の解析では,ア

ジア産カブトガニ類各種からハブロタイプが複数検出された｡しかし.それらの遺伝的

変異は小さく,別種もしくは別亜種で分けられるものは認められなかった｡検出された

塩基置換の比較から.遺伝的多様性と地域特異性の存在を明らかにすることができた｡

分布調査では4地点でカブトガニ.12地点でミナミカブトガニ.13地点でマルオカブト

ガニの生息を確認した｡スマトラ島西部とボルネオ島南部では.生きたカブトガニの捕

獲に初めて成功し.ミャンマーや東南アジア島幌部では,ミナミカブトガニとマルオカ

ブトガニの新産地を記録した｡一方.オーストラリアにおいて教程の化石種を確認した

が.現存種は見つけられなかった｡さらに,バリ島より東のウオレス線を越えた地域に

おいては,カブトガニ類が生息していなかったため.この生物は太古のゴンドゥナ大陸

が起源ではなく.ローラシア大陸が起源であると推測された｡

本研究によって､従来考えられてきた以上に,カブトガニ類は形態的にも遺伝的にも

変異に富むことが示された｡
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以上について､審査員全員一致で本論文が岐阜大学大学院連合農学研究科の学位論

文として十分価値あるものと認めた｡
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